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市民の動き (12月 1日現在)
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。こ
こ
に
、
新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご

多
幸
と
、
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
市

政
に
つ
き
ま
し
て
格
別
な
こ
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
園
、
県
、
市
も
、
予

想
外
に
苦
し
い
財
政
の
年
で
あ
り
ま

し
た
。我
が
固
め
政
治
経
済
が
こ
の
よ
う

な
困
窮
に
陥
っ
た
こ
と
は
、
戦
後
初

め
て
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

t: えつ広報

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民

各
位
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら

祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
常

に
市
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
衷

心
よ
り
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

私
、
昨
年
、
市
議
会
議
員
選
挙
後

の
五
月
市
議
会
に
お
い
て
、
図
ら
ず

も
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
左
に
な
り
、

議
会
の
円
滑
公
正
な
運
営
と
、
市
勢

の
伸
展
を
第
一
義
と
し
て
努
カ
い
た

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も
さ
ら

に
、
市
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
た

一第3種郵便物認可

こ
の
こ
と
は
一
人
、
日
本
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
世
界
の
自
由
主
義

各
国
の
共
通
し
た
問
題
と
し
て
、
昨

秋
、
パ
リ
で
こ
れ
ら
六
か
国
の
首
脳

会
議
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
会
談

の
成
果
は
あ
る
程
度
あ
っ
た
と
論
評

め
微
力
を
傾
注
い
た
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。さ
て
、
昨
年
は
、
石
油
危
機
以
来

の
世
界
的
経
済
の
変
動
の
中
で
、
わ

が
国
の
経
済
は
か
つ
て
な
い
不
況
に

、
落
ち
入
り
、
国
の
数
次
に
及
ぶ
不
況

対
策
に
よ
り
小
康
を
得
た
と
は
い
え

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
す
ぐ
そ
の

効
果
が
現
わ
れ
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん。
ま
し
て
、
前
年
の
所
得
を
基
準
と

し
て
、
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税

年
頭
に
あ
た

市

に
よ
っ
て
、
財
政
を
賄
っ
て
い
る
地

方
自
治
体
と
し
て
は
、
去
年
よ
り
も

さ
ら
に
厳
し
い
年
と
な
る
こ
と
は
必

歪
で
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
、
借
金
を
し
て
も
事
業

経
済
界
は
依
然
と
し
て
低
迷
を
続
け

一
方
国
税
、
地
方
税
の
大
幅
な
落
ち

込
み
は
園
、
地
方
の
財
政
の
上
に
深

刻
な
影
響
を
き
た
し
極
め
て
厳
し
い

事
態
に
直
面
し
、
行
財
政
の
見
直
し

年

頭市
議
会
議
長

が
強
〈
要
請
さ
れ
、
国
、
地
方
を
通

じ
こ
れ
が
対
策
に
終
始
し
、
ま
た
公

労
協
の
ス
ト
権
ス
ト
は
、
史
上
空
前

の
長
期
.
に
わ
た
り
、
も
ろ
も
ろ
の
論

議
を
呼
ぶ
な
ど
、
激
動
の
年
で
あ
り

卒
。
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を
進
め
た
方
が
得
だ
と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
よ
ほ
ど
引
き

締
め
て
行
わ
な
い
と
破
産
に
追
い
こ

ま
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
攻
め
の
政
治
か

ら
、
守
り
の
政
治
へ
と
大
き
な
転
換

つ

て

長

石
井

泉

を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
時
が
き
た
と
、

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
守
る

だ
け
で
は
政
治
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
と
に
、
今
年
は
「
上
田
市
長
期

基
本
構
想
」
の
計
画
実
施
第
一
年
度

昨
年
、
固
め
地
方
財
政
危
機
打
聞

の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
、
曙
光
を
見
い

だ
さ
れ
た
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
低

迷
す
る
経
済
活
動
は
今
年
度
に
お
い

て
も
好
転
を
期
待
し
得
な
い
し
、
引

の

長辞

達

き
続
い
て
厳
し
い
年
に
な
る
も
の
と

覚
悟
し
て
、
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
考
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

高
福
祉
社
会
の
実
現
と
、
経
済
社

会
の
変
革
に
伴
う
恥
民
各
位
の
要
望

も
多
種
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
こ

の
防
止
を
目
的
と
し
て

い
ま
す。

事
業
計
画
と
し
て
は
、

昨
年、

坂
城

で
あ
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
生
活

環
境
の
向
上
、
福
祉
の
充
実
、
教
育

文
化
の
振
興
、
産
業
の
発
展
等
、
幾

多
の
計
画
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
年
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
際
、
岡
府
に
も
思
い
き
っ
た

政
策
を
打
ち
出
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
共
も
全
・
わ
を
投
じ
て
、
そ
の
実

現
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で

あ
る
と
、
心
を
新
た
に
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

れ
ら
時
代
の
需
要
に
こ
た
え
る
施
策

の
逐
行
が
肝
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。昨

年
、
九
月
市
議
会
に
お
い
て
、

上
田
市
の
長
期
基
本
構
想
が
議
決
さ

れ
、
今
年
は
そ
の
実
施
計
画
に
基
づ

き
推
進
を
図
る
初
年
度
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
一
致
協
力
し
て
激
動

す
る
社
会
経
済
の
動
向
を
真
剣
に
見

極
め
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
市
民

各
位
の
ご
期
待
に
添
え
得
る
よ
う
努

力
を
い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
切
に
お
願
い
を
申
し
あ
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い

れ
九

1
レ

±
6
4
9
。

の
発
足
は
、
四
十
九
年
十
-
月
か
ら
公

害
防
止
に

つ
い
て
、
行
政
機
関
の
指
摘



し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も
さ
ら

に
、
市
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

落
ち
入
り
、
国
の
数
次
に
及
ぶ
不
況

議
を
呼
ぶ
な
ど
、
激
動
の
年
で
あ
り

.6.. 

σ3 
変
革

{半
ヴ

市
民
各 」
イ立
の主
要務
こ 望企

司』三
判
官
を
切
に
ふ
よ
騰
し
を
砕
し
ゑ
け

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

均
し
ま
す。

地
域
活
動
の
場

第3穐郵便物認可

室
賀
の
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
完
成

昨
年
七
月
か
ら
、

山
村
振
興
策
の
一

つ
と
し
て
、
園
、
県
の
補
助
を
受
け
て

上
室
賀
へ
建
設
し
て
い
た
「
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
」

(鉄
骨
造
り
、
二
階
建
、

延
床
面
積
五

O
九
・
七
六
平
方
メ
ー
ト

ル
)
が
、
総
工
費
三
千
七
百
余
万
円
を

か
け
、
昨
年
十
二
月
完
成
、
同
十
二
月

二
十
日
に
管
理
を
委
託
し
た
、
上
室
賀

財
産
区
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
室
賀
地
域
の
産

業
、
教
育
、
厚
生
お
よ
び
、
文
化
の
振

興
、
生
活
、
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
地

域
の
経
済
、
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と

t: えつ広報

d

司
完
成
し
た
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

一(3)

を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
営
、
管
理
は
、
九
月
市
議
会

で
議
決
さ
れ
た
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

条
例
に
基
づ
い
て
、
上
室
賀
財
産
区
に

委
託
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

上
室
賀
財
産
区
で
は
、
一
月
二
十
日

ご
ろ
完
成
祝
い
を
行
い
、
一
般
に
開
放

す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
一
階
に
農
業
全
般

に
わ
た
る
経
営
合
理
化
の
指
導
、
農
業

後
継
者
の
育
成
指
導
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
農
業
経
営
研
修
室
内
農
林

生
産
物
の
料
理
講
習
や
生
活
改
善
の
指

基幹集落センター料金表

用 料

150同 350円 3∞円

400円 500円 鈎O円 750円

ao円 400円 700円 ωo円

350同 450円 ωo同 700円

-
羽
を
行
昔
、
調
理
講
習
華
。
老
八
タ
ラ

ブ
、
婦
人
会
な
ど
各
種
グ
ル

ー
プ
の
集

会
の
場
と
し
て
の
集
会
室
。

二
階
に
は
、
講
演
会
や
映
画
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
に
利
用
で
き
る
、
収
容
人
員

約
二
百
人
の
大
集
会
室
な
ど
が
あ
り
、

室
賀
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
研
修
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、

リ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
と
お
し
て
融

和
と
連
帯
感
を
養
う
場
と
し
て
大
い
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

備考・暖房使用の場合は、使用料の2!Uの額を加算する。

生活環境を守ろう

止

会

土

防

議

η
害

協

2

公

策

1
長
-
R
4リ

制

官

: を結成

上
田
市
内
の
工
場
、
事
業
所
な
ど
が

公
害
防
止
に
取
り
組
み
、

地
域
の
生
活

環
境
を
守
ろ
う
と
、
十
二
月
三
日
市
民

会
館
に
百
二
十
七
社
の
代
表
が
あ
つ
ま

り
「
上
田
市
産
業
公
害
防
止
対
策
協
議

会
」
の
設
立
総
会
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
公
害
対
策
に
必
要

な
知
識
、
技
術
の
研
修
お
よ
び
、
情
報

の
提
供
な
ど
を
緊
密
に
し
て
産
業
公
害

の
防
止
昔
目
的
と
し

τω
ま
す
@

事
業
計
画
と
し
て
は
、

昨
年
、
坂
城

町
に
完
成
し
た
県
の
環
境
セ
ン
タ
ー
の

視
察
、
公
害
問
題
の
講
演
会
、
会
報
の

発
行
、
専
門
部
会
の
技
術
研
修
会
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
水
質
、
悪
臭
、
騒
音

産
業
廃
棄
物
、
一
般
公
害
の
五
つ
の
専

門
部
会
を
設
け
、
各
企
業
の
公
害
担
当

者
が
専
門
的
に
実
情
に
即
し
た
、
公
害

に
つ
い
て
の
技
術
研
修
を
行
い
、
公
害

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
行
く
予
」
と
に

し
て
い
ま
す
。

上
田
市
産
業
公
害
防
止
対
策
協
議
会

4

司
産
業
公
害
防
止
対
策
協
の

設
立
総
会

の
』
棄
息
は
同
四
十
札

害
防
止
に

つ
い
て
、
行
政
機
聞
の
指
摘

や
摘
発
を
ま
た
ず
に
、
企
業
自
身
で
地

域
の
公
害
防
止
に
万
全
を
期
す
た
め
、

市
内
の
大
手
企
業
八
社
の
公
害
担
当
者

が
中
心
に
な
り
、
各
企
業
に
呼
び
か
け

一
年
間
の
準
備
期
間
を
お
い
て
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
の
事
務
局
は
、
市
役
所

民
生
部
公
害
課
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

上田市産業公害防止対策協議会役員名簿

職名 会社(事業所)名 役職・氏名 11 附長野計器製作所 代溝表呂取木締金支社太長郎

会長H言越電線側 営主FT蜜1 11 長野味噌側 代岡表取締秀役 樹

岡会長体因企醐 川岡F同m開a恥場島松T鶴原枝芳一正全土長B懐安匝美 日清化学嗣上回工場 計官官平H オルガン針欄 H 日本プレーテイング掛 渡吃表取辺締役英社長一

陣毒エスビー食棚上回工場 11 富野鉄工所側 代大表日町技方術支弘社i文〈

11 附城南製作所 陣棚上回日本無線 rt上海道
H 東京特殊電線棚上回工場 ~ 自信工業側 pvz雄
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(25歳)

①青少年ホームの着物着付教室に通い始めて 2か月たらず

で、着物の着方、惜の結び方が一通リできるようになり、

1人で着られる喜びと、満足感でいっぱいです。今まで着

物の外出時は、美容師さんにお願いし、時間的にも、金銭

的にも大変でした。これからは、ちょっと気分をかえて着

物姿で外出してみたいと思います。

②今日のように、不安定な社会情勢を聴いたり、見たりし

ていて、 1番気になることは、老後と身心障害者の問題で

はないでしょうか。施設が十分あればよいのですが、現実

は、残念なヵ、ら不足のようです。そこで、この施設をでき

るだけ早〈実現して、明るい社会をつくっていただけたら

と思います。

③市民が気軽に参加できる各種の研修旅行を公民館などで

計画してください。

(22歳)

西
沢ま
り
子
さ
ん

①手話サークルは、結成して、今年で5年目を迎えますが、

まだ、まだ、手話は PR不足で、一部の限られた人たちの

ものであることを考え;今年からは、市民の皆さんに 1人

でも多〈、手話の必要性、「ろうあ者」の切実な要望を知っ

ていただくとともに、皆さんが習いたいと思ったとき、す

ぐ参加できるような、もっと大きな地域に密着したサーク

ルにして行こうと思います。

②雄大で、すばらしい梅恕ですが、一刻ても早〈、苦しみ

の多い所から実行してほしいと思います。

③「福祉」と言うこと(iヵ、町に散乱していますが、いいわけ

の福祉でなく、対象者の個IJに立った行政、市民的福祉がす

みずみまで行きわたった上田市を望みます。

渡
辺

一
夫
さ
ん

着
物
着
付
教
室

上
小
手
話
サ
ー
ク
ル

Tごえ'】

(26歳)

①クラブを結成してから、今年の3月で3年に主ります。

昨年までは、楽器が好き、または弾けるようになりたいと

三う仲間ヵ、集リ、たたぱ〈ぜんとやってきたような気がし

ます。しかし、サークル活動と言うのは、 「自己のti'i操を

伸ばす」と言うこと以外に、自分の趣味を通じ、何らかの

形で社会に参加する良い場であると思います。ある人は、

昨今の風潮を「社会参加を否定する風潮」転じて、 「木枯

文次郎的風潮」などと評しています。こう言った中で今年

は、サークル活動をとおして、社会参加を積極的に行って

行きたいと考えています。

②第 1章では、「地域のもつ自然環境や歴史のうえにたち、

機能的な都市造りを」と言うことですが、この憐恕を具体

化する時は、長期的展望のうえにたち、:n:の社会資本を設

(1ζほしい。たとえば、土地利用計闘では「公共の福祉を

優先し……」とありますか、残念ながら、今までは、この

精神に反するケースも見受けられました。それfごけに、地

域の自然、文化、福祉等々をふまえたうえでの機能的な都

市造りを期待しています。

③将来の1[[1、手である、 {f年の諸活動に.より深い理解と

t!助をいただいて、将来者ßmj~にもある「あたたかい心の

ふれあう街づくリを」して くたさい。

日
野
博
明

広報

ませながら、青年らしい社会
なグループ活動などを行って
皆さんに、新年を迎えてこれ
聞きしまし Tこ。

を迎えて、各会の抱負は。'*'

市長期基本構想、に期待することがありますか。 dわ

'*' 

」ル』

巳1

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

ー
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上
田演
劇
研
究
会
①私たちi寅研は、結成

と言う 名に甘んじてい

見つめ直す意味におい

発しよう 。アマチュア

活Z功をしてfrきたいと
として3月頃、旗上げ会涜

公演をもちたいと思っ てい

のーっとして喫茶I苫な

意欲的な活動をして行

②財政困難な今回、全て

ますが、心の行きとど

しいと思います。

③この夏、市主催の「

加して、現在の若者は

が、それをどのよう に

りがあると考えてい

長さんに直接話し を聞

函fごと思いました。こ

ます。

しミ

ぐと
る
ま
の
t、
五

①私たち、いとぐるまの会は、 1昨年来の不況の中で、き

ちんと仕事を身につけぬうちに解雇きれはじめた、身心障

害者の仲間を守り、きらには、 「身心障害者も安心して働

ける仕事場をJ r明かるく、住みよい街づくりを」との目

的で、発足し、多くの方々に見守られて三年目を迎えまし

た。だれとて、あたりまえの生活を望まない人はいないで

しょう 。しかし「際害者のことが、他人ごとでなく、いつ

身に降りかかるかわからない」と言う意識にたった時、始

めてこの活動が真の理解と協力につながるのではないかと

考え、これからも粘り強〈努力して行きます。

②人間として、故低の生活すら保障されていない人々のう

えにも、上田市長期基本構想第51告の「福祉は、市政の大

きな柱であり、市民一人一人の生活を、その生涯にわたっ

て安定したものにするものでなければならなし、」この遜旨

が、飾り文字でなく生かされることを原応、ます。

③血や県で行きとどかない細かなとこ ろに、市政の光が行

きとどいていったら、私たちのできる限リの心とカのうえ

に、行政商での援助をお願いします。

尾
崎
美
友

(25歳)

吉
岡
Z

菜

房
美
さん

人
形
劇ひ
ま
わ
り (25歳)

①私たち、人形劇の仲間は、小人数て'すが、今年こそは地

域の中へ飛び込んで、子供たちとー諸に楽しい時間を持つ

計画をたくさん持ちたいと思います。身近にある材料で、

人形を一生懸命に作る喜び、未来を担う子供たちに，少し

でも夢のある創造性隻かなものをつくりだすことができた

ら、と思っています。なかなか時間をつくることが難しい

仲間てすが、地味ながら細〈長い活動をして行きたいと思

います。

②同和対策事業の推進、社会福祉活動の推進にカを入れて

くださ L、。

③小さなときから良い心をつちかうために、良いもの (た

とえば、演劇、映画など)を親と子に低額料金て¥ 年に何

回か見られるような計画をお願いします。

ごあいさつ

一(5)

上田市議会議員一同

市
民
の
皆
様
に
は
、
新
年
を
迎
え
ら

れ
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
拝
察

申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
さ
き
に
公
職
選

挙
法
が
改
め
ら
れ
、
昨
年
十
月
十
四
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
市
議

会
議
員
は
、
法
の
趣
旨
を
体
し
て
「
寄

付
行
為
の
禁
止

」
の
次
の
事
項
を
厳
守

し
て
ま
い
り
ま
す
。
従
来
の
慣
行
を
考

え
ま
す
と
き
、
非
礼
に
わ
た
る
こ
と
も

あ
り
得
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
市
民
の

皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
虚
礼
廃
止
の
申
し
合
せ
に
よ

り
、
寒
暑
見
舞
状
も
自
粛
致
し
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
了
承
の
程
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

戸
U-一=ロ

1
、
寄
付
行
為
は
、
い
か
な
る
理
由
を

も
っ
て
す
る
も
全
廃
す
る
。

2
、
慶
弔
(
結
婚
式
、
葬
儀
、
法
要
、

起
工
式
、
落
成
式
、
成
人
式
、
出
初

め
式
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
老
人
会

祭
り
、
花
火
、
展
覧
会
、
共
進
会
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
各
種
会

合
を
含
む
)
に
お
け
る
祝
儀
、
香
典

生
花
、
花
輪
、
供
物
、
カ

ッ
プ
な
ど

の
金
品
を
贈
る
こ
と
は
廃
止
す
る
。

3
、
お
中
元
、
お
歳
暮
は
、
廃
止
す
る
。

4
、
災
害
に
対
す
る
見
舞
の
た
め
、
金

品
を
贈
る
こ
と
は
廃
止
す
る
。

5
、
陳
情
や
一
般
各
種
団
体
旅
行
な
ど

に
お
け
る
乗
物
、
金
口
問
、
飲
食
の
提

供
は
行
わ
な
い
。

6
、
以
上
の
こ
と
は
、
各
議
員
後
援
会

の
名
に
お
い
て
行
う
場
合
も
同
様
と

す
る
。昭

和
五
十
一
年
一
月
一
日
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こ
れ
は
単
に
未
解
放
部
落
の
ひ
と

び
と
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
民
が
生
命
と
暮
し
を
侵
さ
れ

て
、
貧
乏
に
苦
し
ん
で
い
る
現
状
を

み
て
も
、
低
賃
金
の
し
ず
め
石
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
部
落
の
完
全
解

肢
は
私
た
ち
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

「
基
本
的
人
権
」
の
内
容
と
し
て
の

自
由
権
・
平
等
権
、
生
存
権
に
関
し

て
は
、
ど
ん
な
人
で
あ
ろ
う
と
、
差

別
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
の
で
す
。
例
、
え
ば
金
持
ち
で
あ

ろ
う
と
、
貧
乏
で
あ
ろ
う
と
、
学
歴

が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
・

こ
の
よ
う
な
、
人
聞
が
人
間
ら
し

く
生
ま
れ
て
い
く
う
え
で
、
も
っ
と

た
い
せ
つ
な
「
基
本
的
人
権
」
が
実

質
的
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
現
状
は

明
治
以
来
の
経
済
成
長
約
ひ
ず
み
の

結
果
も
た
・
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

失
な
わ
れ
た
人
権
は
、
私
た
ち
の

手
で
と
り
か
え
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
同
は
窓
法
に
従

っ
て
、

完

みんなの
しあわせを

えつ広報一ー第3種郵便物認可

〈全国民の諜題〉

全
に
「
人
権
保
障
」
を
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
差
別
、
と
り

わ
け
部
洛
差
別
の
恨
源
を
断
ち
切
る

こ
と
は
、
国
民
全
体
の
責
任
で
あ
り

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な

問
題
で
す
。

「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
は
、
次

め
よ
う
に
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

「
い
う
ま
で
も
な
く
同
和
問
題
は

人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
閉
め
自

由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、

日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た

基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
課
題
で
あ

る。
し
た
が

っ
て
、
審
議
会
は

こ
れ
を

未
解
決
に
放
置
す
る
こ
と
は
許
き
れ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
早
急
な
解

決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に

国
民
的
課
題
で
あ
る
己

答
申
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
国

に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
十

年
間
の
時
限
立
法
で
「
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
」
を
超
党
派
で
制
定

し
、
政
策
と
し
て
う
ち
だ
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
「
地
方
公
共
団
体
が
同
和
対

策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
よ
う
義
務

づ
け
る
と
と
も
に
、

財
政
的
援
助
措

置
を
強
化
す
る
こ
と
」
も
要
請
さ
れ

て
い

ま
す
。

O

部
落
の
完
全
解
放
の
た
め
に

人
間
だ
れ
し
も
、
し
あ
わ
せ
に
生

き
た
い
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
自
分
で
は
気

づ
か
ず
に
、

他
人
の
人
権
を
踏
み
に

じ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
し
あ
わ
せ
を
考
、
え
て
こ
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
「
自
分
よ
り
下
の
者
が

い
る
J

と
い
う
考
え
方
で
人
を
踏
み

台
に
し
て
こ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か

他
の
人
の
人
権
を
侵
し
て
お
い
て
、

ど
う
し
て
自
分
の
人
権
が
保
障
さ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
の
人
の
人

権
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
こ

と
が
自
分
自
身
の
人
権
確
立
を
し
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

未
解
放
部
落
の
問
題
は
「
五
十
年

後
に
は
自
然
に
な
く
な
る
」
も
の
で

も
、
だ
ま
っ
て
お
れ
ば
自
然
に
な
く

な
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
人
が

つ
く
っ
た
差
別
は
、
人
の
カ
で
取
り

除
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
耐
え

難
い
屈
辱
に
日
夜
苦
し
む
未
解
放
部

落
の
ひ
と
び
と
が
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
き
に
、
は
じ
め
て
解

消
さ
れ
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。

未
解
放
部
落
の
現
状
と
そ
の
三
百

年
の
歴
史
、
と
く
に
近
代
百
年
の
差

別
の
歴
史
を
理
解
し
、
部
落
問
題
の

本
質
を
正
し
く
と
ら
、
之
、
そ
の
解
決

に
つ
と
め
て
い
く
こ
と
は
、
単
に
部

落
解
放
の
問
題
の
み
で
は
な
く
、
ひ

ろ
く
私
た
ち
の

日
常
生
活
の
な
か
に

ひ
ろ
が
っ
て
い
る
差
別
を
な
く
し
て

い
く
こ
と
に
結
び
つ
き
、
し
あ
わ
せ

な
明
る
い
社
会
を
つ
く

っ
て
い

く
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
終

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(
十
一
月
三
十
日
現
在
)

清
水
丘
(
悟
き
ん

宮
川
み
ゆ
き
さ
ん

中
央
四
(上
紺
屋
町
)

平
林
松
雄
き
ん大
手
一
(
末
広
町
)

松

井

鳳

平

き

ん

御

所

廉

沢

蒸

さ

ん中
央
六
(
鍛
治
町
)

石
井
久
子
さ
ん中
央
六
(
愛
宕
町
)

山
本
米
治
さ
ん常
田
二
(
中
常
田
)

浅
川
け
さ
子
さ
ん
中
央
五
(
下
房
山
)

山
岸

歳

さ

ん

久

保
林

今

井

誠

司

さ

ん

川

辺

町

宮
下
マ

サ
さ
ん

中
央
北
二

(上
紺
屋
町
)

大
久
保
さ
と
い
さ
ん

中
央
西

二
下
紺
屋
町
)

恩
田
啓
治
郎
さ
ん
中
央
北

一
(
新
田
)

樋
口
志
ち
の
さ
ん

中
央
三
(
馬
場
町
)

占

田

庄

作

さ

ん

下

塩

尻

山
摩

武

徳

さ

ん

上

回

原
山

耳玉

門

四
六

久
保
田
三
四
き
ん
み
す
ず
台
南

山
崎
種
次
郎
さ
ん

下

堀

中
山
も
り
江
さ
ん
中
央
二
(
材
木
町
)

橋

詰

定

子

さ

ん

新

田

堀
内
サ
ダ
さ
ん
中
央
四
(木
町
)

中
曾
根
つ
ぎ
さ
ん
中
央
北
一

(
新
田
)

龍

野

秀

徳

き

ん

築

地

寺
島
栄
三
郎
さ
ん

緑
が
丘
三
(
緑
が
丘
西
)

池
田
ま
き
さ
ん

国

分

駒

村

修

き

ん常
国
一
一
(
北
常
国
)

木

前

惣

松

さ

ん

長

島

小
林
中
江
さ
ん常
磐
城
四
(
生
塚
)

西

沢

小

梅

さ

ん

上

室

賀

井
沢
実

郎

さ

ん

越

戸

宮

沢

清

春

き

ん

西

前

山

林

三

樹

き

ん

平

井

寺

市

村

万

寿

夫

き

ん

手

塚

竹

内

武

治

さ

ん

東

前

山

水

出

一

江

さ

ん

奈

良

尾

斉

藤

英

雄

さ

ん

院

内

宮

原

馬

雄

さ

ん

柳

沢

小
林
富

代

き

ん

東

前

山

花
岡
恒
美
き
ん

下

本

郷

北
沢
孝
平
さ
ん

上

本

郷

古

田

と

志

よ

さ

ん

平

井

寺

山
下

竹

雄

さ

ん

新

町
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手
て
と
り
か
え
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
lJ
、
同
庁
同
憲
法
に
従
っ
て
、
完

第3括郵便物認可ーー

お
翻
刻
b

り
せ

現
在
、
厚
生
省
で
は
、
原
因
不
明
、

治
療
法
が
わ
か
ら
な
い
で
、
後
遺
症
を

践
す
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
四
十
疾
患
を

特
定
疾
患
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
次
の
十
六
疾
患
を
医
療
費

の
う
ち
、
肉
己
負
担
分
を
公
費
で
給
付

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
十
六

疾
患
に
擢
患
(
り
か
ん
)
し
て
い
る
人

は、

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
市
役
所
福

祉
事
務
所
福
祉
課

へ
お
申
し
で
く
だ
さ

い
。
悩
祉
台
帳
に
登
録
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
ご
相
談
の
大
事
な
資
料
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
宮
⑫
四

一

0
0内
線
三
七
三
有
線
②
O
七
九
二

〈
対
象
者
〉
①
ス
モ
ン
②
べ
|
チ
エ

ツ

ト
病
③
重
症
筋
無
力
症
④
全
身
性
エ
リ

テ
マ
卜

l
デ
ス
⑤
多
発
生
硬
化
症
⑥
再

t: え一}広報

下
表
の
日
程
で
、
血
圧
検
診
(
尿
検

査
、
身
長
、
体
重
、
血
圧
測
定
)
を
行

い
ま
す
。
希
望
者
は
、
当
日
排
尿
を
し

な
い
で
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

一(7)

つ

て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か

生
不
良
性
貧
血
⑦
サ
ル
コ
イ
ド

l
ジ
ス

③
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
⑨
強
皮
症
、

皮
府
筋
炎
お
よ
び
多
発
生
筋
炎
⑮
特
発

性
血
小
板
減
少
柴
斑
病
⑪
ア
ミ
ロ
イ
ド
・

ニ
ュ
l
ロ
ハ
チ

l
⑫
結
節
性
動
脈
周
囲

炎
⑬
出
場
性
大
腸
炎
⑬
大
動
脈
炎
症
候

群
⑬
ビ
ュ
ル
ガ

l
病
⑬
天
宿
癒

日
ン
フ
テ
リ
務
部
隊
機
種
以

一
破
同
傷
.

M

風

ホ第
~一一一期山

五
十
年
度
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

混
合
予
防
接
種
を
下
表
の
日
程
に
よ
り

行
い
ま
す
。
対
象
者
は
、
最
寄
り
の
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
予
防
接

種
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
実
施

し
ま
す
。

〈対
象
者
〉

四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
四
十
五
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
児
童
(
五
十

一
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
)

前
回
の
対
象
者
で
未
接
種
の
児
童
。

小水
洗
一便
所
の

…
滋
…

V

…
'
…
凍
結
。
防
止
を
ω

寒
い
冬
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
水

洗
便
所
の
凍
結
防
止
の
た
め
、
気
温
が

零
度
以
下
に
な
る
場
合
は
、
必
ず
少
量

の
水
を
流
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

日
中
は
、
各
家
庭
の
状
況
に
よ
り
温

度
が
上

っ
た
と
き
は
、
無
駄
な
水
を
使

わ
な
い
よ
う
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

上
水
道
と
メ
ー
タ
ー
も

〈
水
道
管
の
保
温
法
〉

月 日 場 所 I也区

1月9日 上野が丘公民館 神科

13日 町吉田公会堂 豊殿

16日 手塚公民館 西塩田

23日 保野公民館 中塩田

27日 西塩田会館 西塩田

30日 別所公民館 別所

2月5日 奈良尾公民館 東塩田

10日 塩田母子健康センター 全塩田

13日 鈴子公民館 東塩田

20日 越戸公民館 越戸

24日 浦野公民館 浦野

27日 仁古田公民館 仁古田

血圧検診日程表

ー
、
水
道
管
の
立
ち
上
り
箇
所
に
布
き

れ
や
わ
ら
、
ま
た
は
凍
結
防
止
帯
な
ど

を
巻
き
保
温
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
毎
晩
、
就
寝
前
に
水
抜
き
栓
(
不

凍
栓
)
を
止
め
、
カ
ラ
ン
を
あ
け
て
立

ち
上
り
管
の
水
を
は
ら
い
ま
し
ょ
う
。

〈メ

ー
タ
ー
の
保
温
法
〉

1
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
布
き
れ
や
新
聞
紙

な
ど
を
入
れ
た
物
を
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク

ス
め
中
に
入
れ
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク

ス

止
水
栓
の
上
部
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
か
ム
シ

ロ
な
ど
で
覆
い
ま
し
ょ
う
。

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
早
日

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
講
習
期
間
v

一
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
二
十
五
日

ま
で
の
第
二
、
第
四
木
曜
日
、
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で
。

〈
と
こ
ろ
〉

中
部
電
力
上
国
営
業
所

〈
会
費
・
定
員
〉

材
料
費
(
約
一
回
二
百
円
)
、
三
十

人
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

〈
申
込
み
締
切
り
・
お
問
合
せ
〉

一
月
十
目
、
中
部
電
力
上
国
営
業
所

サ
ー
ビ
ス
課
(
宮
⑫
一
二
四

O
)・

受付時間=午後 1時30分-2時30分

ジフテリア
破傷風予防接種目程表

月 日 之Z三』 場

1 上塩尻公会堂 i
月
下青木公会堂23 

日 塩田母子健康センター

27 北常国公会堂
日 新田区民会館

JII 辺町会館
29 
市豊殿支所

日
川西社会福祉センター

2 
上田市健康センター

月 三好町会館
3 
上野が丘公民館

日

塩田母子健康センター

13日予備 上田市健康センター

※時間は午後 1時30分から 2時30分までです内
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成人式に
あつまろう

t: え

市民会館〉

祝
っ
て
一
月
十
五
日
(
成
人
の
日
)
午

前
十
時
三
十
分
か
ら
、
市
民
会
館
で
成

人
式
を
行
い
ま
す
。

成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
「
は
た
ち
」
に

な
っ
た
こ
と
を
一
つ
の
「
節
」
と
し
て

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
お
持
ち

に
な
り
将
来
を
考
え
る
意
義
あ
る
日
に

ーし

±AF--
レょ、つ。

今
年
、
成
人
さ
れ
る
方
は
、
三
十
年

四
月
二
日
か
ら
三
十
一
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

「
成
人
式
ご
案
内
」
の
通
知
が
届
か

な
い
人
、
ま
た
は
市
出
身
で
市
外
に
お

住
い
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

上
田
市
公
民
館
(
宮
⑫
O
七
六

O
有

線
②
O
八

九

二

• (15日

H

は
た
ち
。
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
を

I 広報

市営住宅

補充入居者募集

6日

一
着
物
差
付
一
教
室

川

受
講
生
募
集
川

上
田
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
二

十
五
歳
ま
で
の
女
子
を
対
象
に
、
着
物

着
付
教
室
第
五
期
生
(
二
月
か
ら
三
月

ま
で

)
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。
希

望
者
は
必
ず
来
館
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

コ
ー
ス
・
毎
週
水
曜
コ

l
ス
・
木
曜
コ

ー
ス

開
講
時
間
・

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
八

時
三
十
分
ま
で
。

定
員
・
各
コ

l
ス
と
も
十
二
名

会

費

・

二
千
円

締
切
り
・

一
月
十
六
日
ま
で
(
但
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

51年の市営住宅補充入居者を、次により募集し

す。希望者は期日までに、建設部管理課住宅係

申し込んでください。

〈対象住宅〉市内全域の市営住宅

〈申込み期間> 1月12日から17日まで

く家賃)'1，000円から9，000円

〈申込み資格〉①市内に居住しているか、勤務し

いる人のうち住宅に困っている人で、 同居、ま

は、同居しようとする親族がある人。

月収、 6万 5千円以下の人。なお、 50年中

申し込み、入居できなかった人も、改めて申し

でくだきい。

〈抽選の 日・場所> 1月31日(士)午前9時から、市

6階会議室

〈入居について〉希望する団地の住宅があいたと

入居順番に従って入居できます。

くお問合せ〉 建設部管理課住宅係(ft⑫ 41 0 0 

3 4 5) 

よ
い
天
気
に
め
く
ま
れ
た
、
信
濃
国
分
寺
の
八
日

お
問
合
せ
・
上
回
勤
労
青
少
年
ホ
!
ム

(
宮
⑫
七
一
一
七
)

龍一
-H-鴻
一
直
行
部
隊
一
集
会
関
紙

次
に
よ
り
市
民
集
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
市
民
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
日
時
・

二
月
七
日

ω
午
後
一
時
三
十

分

場
所
・
上
田
市
民
会
館

講
師
・
中
央
よ
り
予
定

詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ご
寄
付
お
礼

上
回
稲
門
会
様

たこ D" t.t~1二れれ，"(いるの E 見つげたら
1立くの中部電力へ豆急ごi金給く広三、、・ (@1240)1

二
十
万
円
、
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し

て
。
マ
山
本
明
彦
様

(
朝
日
が
丘
)
、
銀
↑
A
刊

の
木
一
本
、
川
辺
小
学
校
へ
。

マ
東
部
保
育
国
保
護
者
会
様
、
ス
テ
ー

ジ
用
引
き
幕
二
枚
、
東
部
保
育
関
へ
。

マ
田
中
豊
雄
様
(
常
田
一
三
、
絵
本
三

十
冊
、
保
育
困
児
指
導
用
と
し
て
。

マ
矢
沢
自
治
会
様
、
土
地
(
山
林
)
五

八
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
平
沢
川
危
険
対

策
と
し
て
。

l月21日までの家庭用灯油安値販売店価格表

よ戸?で ① ② ② ③ ④ 

18リットル売り 612円 612円 612円 620円 630円

(18リットルかん) (612) (612) (612) ( 620) (630) 

200リットル売り 6，800円 6，800円 6，800円 6，800円 6，800円

(ドラムかん) (6，800) (6，800) (6，800) (6，800) (6，800) 

日

@1.かん代、配達料は含まれていません。
2. ( )内は1月5日までの価格です。
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